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第一章では、フライアッシュの分析について検討した。日立製 S-2460N 型 SEM を使用し、フライアッシュの観察
を行った。また多数のフライアッシュ試料，中の未燃炭素を Perkin-Elmer 社製熱天秤を用いて測定した。一方 MTEC
社製 200 型光音響測定装置を用いてこれらの試料の FTIR 光音響スベクトル測定を行った。フライアッ、ンュ中の未燃
炭素量が増えるに従い、ベースラインが上昇するのが観察された。この結果は、 FTIR 光音響信号 (PAS) 強度が試
料中の未燃炭素の濃度に比例することを示している。 ThermoFinnigan Element Analyzer 1 型 ICP-MS 装置を用い
て、 71 種のフライアッシュ試料中の主な金属元素 (Fe、Al、 Ca、 Mg、 Na、 K) の定量を行った。分析の結果、大
部分の試料中で 30・40%の酸化鉄およびアルミナが主たる酸化物として含まれていることがわかった。計算上 1 トン
のフライアッ、ンュから 3 トンの硫酸塩型複合凝集剤が調製可能で、あることになる。
第二章では、フライアッシュ中の酸化鉄およびアルミナからの凝集剤製造に影響を与える因子について検討を行っ






ておいた懸濁液に、鉄およびアルミの全濃度が 0.04 mM/L となるように凝集剤を加えたところ、残存濁度は 1NTU
(Nephelometric Turbidity Unit、比濁計濁度単位)以下まで低下した。次に凝集剤のヒ素除去性能について検討を
行った。 pH 7.2 で凝集剤を 0.1 mMι加えたところ、ヒ素の 95%以上を除去できることがわかった。ヒ素除去性能



















験溶液の初期 pH は HN03 または NaOH を用いて調整している)および 5価のヒ素を除去する能力を有することを
見いだしている。すなわち、一般にアルミニウムを基盤とした擬集剤の使用は水道水のアルミニウム濃度を高めるこ
とが問題となっており、鉄を基盤とした凝集剤を使用すると思わしくない着色等の原因ともなる。硫酸鉄と硫酸アル
ミニウムからなる複合体はこの問題を解決できることを認めている。
以上のように、本論文は石炭燃焼から大量に排出されるフライアッシュの有効利用法として、廃水の凝集剤を考案
したところに、大きな意義があり、まずフライアッシュのキャラクタリゼーションにより未燃炭素の正確な定量法を
提案するとともに、フライアッシュを熱水処理することにより、酸化鉄とアルミナを得、これを新規な装置で硫酸を
用い、硫酸塩の複合体にすると、優れた凝集剤として作用することを見いだした。また、本製造法を大規模に行うた
めの化学工学的データを取得している。また、本凝集剤を用い、排水の濁度改善を検討し、優れた効果を示すことを
認めるとともに、田価のヒ素がIV価のヒ素に酸化されるため、本凝集剤によりヒ素が高い除去効率で減少できること
を見いだしている。このように本研究の成果は、石炭燃焼に伴う大量のフライアッシュの優れた有効利用法を提案し
ており、またその機能について理論的に考察していて、学術的にも意義が大きいと判断される。よって、本論文は博
士論文として価値があるものと認める。
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